
 
 

東日本大震災復興構想会議の開催について 

 

平成 23 年４月 11 日 

閣 議 決 定 

 

１ 趣旨 

未曾有の被害をもたらした東日本大震災からの復興に当たっては、被災者、被

災地の住民のみならず、今を生きる国民全体が相互扶助と連帯の下でそれぞれの

役割を担っていくことが必要不可欠であるとともに、復旧の段階から、単なる復

旧ではなく、未来に向けた創造的復興を目指していくことが重要である。このた

め、被災地の住民に未来への明るい希望と勇気を与えるとともに、国民全体が共

有でき、豊かで活力ある日本の再生につながる復興構想を早期に取りまとめるこ

とが求められている。 

このため、有識者からなる東日本大震災復興構想会議（以下「会議」という。）

を開催し、復興に向けた指針策定のための復興構想について幅広く議論を行うこ

ととし、会議の議論の結果を、復興に関する指針等に反映させるものとする。 

 

２ 構成 

（１）会議は、震災からの復興に関し識見を有する者により構成し、内閣総理大臣

が開催する。 

（２）会議の議長は、内閣総理大臣が指名する。また、議長を補佐させるため、内

閣総理大臣は議長代理を置くことができる。 

（３）会議は、必要に応じ、部会を開催することができる。部会の構成員は、震災

からの復興に関し専門的知識を有する者の中から内閣総理大臣が指名する。 

（４）部会の部会長は、議長が指名する。 

（５）内閣総理大臣は、会議に対し必要に応じ助言を行う特別顧問を指名すること

ができる。 

 

３ その他 

  会議の庶務は、内閣官房において処理する。  



 
 

 

東日本大震災復興構想会議 名簿 

 

議  長：  五百旗頭 真 防衛大学校長、神戸大学名誉教授 

議長代理： 安 藤  忠 雄 建築家、東京大学名誉教授 

議長代理： 御 厨  貴 東京大学教授 

委員：  赤 坂  憲 雄 学習院大学教授、福島県立博物館館長 

 内 館  牧 子 脚本家 

 大 西  隆 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻教授 

 河田 惠昭 関西大学社会安全学部長・教授 

  阪神・淡路大震災記念  人と防災未来センター長 

 玄 侑  宗 久 臨済宗福聚寺住職、作家 

      佐 藤  雄 平 福島県知事 

      清 家  篤 慶應義塾長 

 高 成 田  享 仙台大学教授 

      達 増  拓 也 岩手県知事 

 中 鉢  良 治 ソニー株式会社代表執行役副会長 

 橋 本  五 郎 読売新聞特別編集委員 

      村 井  嘉 浩 宮城県知事 
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特別顧問（名誉議長）： 

 梅 原  猛 哲学者 



 
 

 

東日本大震災復興構想会議 検討部会 名簿 

 

部 会 長： 飯 尾  潤  政策研究大学院大学教授 

部会長代理： 森  民 夫  全国市長会会長、長岡市長 

専 門 委 員： 五十嵐 敬喜 法政大学法学部教授 

池 田 昌 弘  東北関東大震災・共同支援ネットワーク事務局長 

特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター理事長 

今 村  文 彦 東北大学大学院工学研究科附属災害制御研究センター教授 

植 田  和 弘 京都大学大学院経済学研究科教授 

大武 健一郎 大塚ホールディングス株式会社代表取締役副会長 

玄 田  有 史 東京大学社会科学研究所教授 

河野 龍太郎  BNPパリバ証券経済調査本部長・チーフエコノミスト 

西郷 真理子 都市計画家 

佐々木 経世 イーソリューションズ株式会社代表取締役社長 

荘林 幹太郎 学習院女子大学教授 

白波瀬佐和子 東京大学大学院人文社会系研究科教授 

神 成  淳 司 慶應義塾大学環境情報学部准教授 

竹 村  真 一 京都造形芸術大学教授 

團 野  久 茂    日本労働組合総連合会副事務局長 

馬 場  治 東京海洋大学海洋科学部教授 

広 田  純 一 岩手大学農学部共生環境課程学系教授 

藻 谷  浩 介 株式会社日本政策投資銀行地域振興グループ参事役 
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